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●熊谷染小紋図案（市立熊谷図書館所蔵）

▼ P2
第 3 回子ども議会が開催
されました

▼ P4

市政ワイド
12 月 3 日～ 9 日は「障害者週間」です
ほか

▼ P6

市政情報
▼ P16
くらしの情報
催し・講習・募集・試験・スポーツ

▼ P20
くらしの相談

▼ P21
いきいき元気みんなの健康

▼ P24
文化施設情報

▼ P28
ニャオざね、くま博士の教えて！熊谷

▼ P30
金子兜

と う た

太氏が文化功労者に選ばれ
ました

▼ P32
情熱世代 夢追い人・フレッシュクッキング

特集 

「第 7 回 オ・ドーレなおざね」　歩行者天国となった国道 17 号を舞台に、市内外よりたくさんのチームが参加し素晴らしいストリートパフォーマンスを披露しました。

マニフェストの取組状況
を公表します

熊谷市文化功労者の表彰
▼ P7
人権特集

▼ P8

▼ P10

▼ P31
フォトニュース ほか

　

高
校
は
音
楽
科

で
、
声
楽
を
専
門

に
勉
強
し
て
い
ま

す
。
私
は
ソ
プ
ラ
ノ

で
、
主
に
イ
タ
リ
ア

歌
曲
を
歌
っ
て
い
ま

す
が
、
イ
タ
リ
ア
語

や
く
ま
が
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「みんなに愛される声楽家を志す“未来の歌姫”」
県立大宮光陵高校音楽科 3年　北 裕子さん（曙町）

●寒い季節、地元のねぎの出番です！　

ねぎの揚げ餃
ぎょうざ

子風

■材料

餃子の皮　　　　1袋（25枚）
ねぎ　　　　　　2本
ツナ缶　　　　　1缶（80g）
塩・こしょう　　少々
マヨネーズ　　　50g（好みで）
油　　　　　　　適量

　ねぎのにおい成分であるアリシンは、強
い抗菌作用と抗ウイルス作用を持ち、弱っ
ている免疫力を高めます。カロテンやビタ
ミン Cが比較的多いことや、体を温め発汗
作用があることなどからカゼにも有効と言
われています。

■作り方

今月の料理人は永井太田の　荻原	弘子さん

FRESH COOKING

Oh! 地場産農産物で

フレッシュ
クッキング

yumeoi-bito

情熱世代

●

●農業振興課 (妻沼庁舎 )　　		048-588-1321

TEL

人口と世帯　●平成 20年 11月 1日現在（対前月比）
■人口　206,383 人（-87）　　男　103,340 人（-101）　　女　103,043 人（+14）　　■世帯　81,196（-60）

「市報くまがや」は、自治会を通してお届けします。また、市役所・行政センター・出張所・公民館・駅連絡所などでもお配りしています。インターネットで
も「市報くまがや」をご覧になれます。（URL)	http://www.city.kumagaya.lg.jp/　「市報くまがや」は毎月 1日（原則）に発行します。

市報くまがやは、再生紙を使用しています。

ここ point!

FAX

●健康づくり課　　　048-528-0601TEL

TEL

①ねぎを２～３ミリの小口切り
　にする。
②ツナ缶は油をきって、ねぎと
　まぜる。
　塩・こしょう・マヨネーズで
　味をととのえる。
③餃子の皮で包み、油で揚げる。

大
き
な
出
会
い
で「
歌
」に
目
覚
め
る

　

子
ど
も
の
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
」
の
“
歌
の
お
ね
え
さ
ん
”
に
憧
あ
こ
が

れ
て
、
毎

日
、
テ
レ
ビ
の
前
で
歌
や
ダ
ン
ス
の
物
ま
ね
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
小
学
１
年
生
の
時
、

歌
の
お
ね
え
さ
ん
と
、
熊
谷
少
年
少
女
合
唱
団
が

共
演
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
急
い
で

合
唱
団
に
入
団
し
た
ん
で
す
。
６
年
間
頑
張
っ
た

合
唱
団
、
こ
れ
が
私
の
音
楽
の
原
点
で
す
ね
。

　

中
学
時
代
は
、
合
唱
部
に
所
属
し
ま
し
た
が
、

私
に
と
っ
て
大
き
な
出
会
い
が
あ
っ
た
の
も
そ

の
頃
で
す
。
母
校
富
士
見
中
学
校
の
大
先
輩
で
あ

り
、
私
が
尊
敬
す
る
声
楽
家
の
萩
原
み
か
先
生

が
、
合
唱
部
の
指
導
に
来
て
く
れ
た
ん
で
す
。
先

生
の
独
唱
を
聞
い
た
と
き
は
、「
す
ご
い
な
ぁ
」
っ

て
と
に
か
く
感
動
し
ま
し
た
。
本
格
的
に
声
楽
の

道
を
意
識
し
始
め
た
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
す
ね
。

そ
し
て
、
今
の
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
を
決
意
し

た
ん
で
す
。

大
き
な
夢
を
持
っ
て

　

今
現
在
は
、
県
内
で
の
演
奏
機
会
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
来
年
の
大
学
受
験
の
た
め
に

猛
勉
強
し
て
い
ま
す
。
大
学
に
進
学
し
た
ら
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
自
分

自
身
に
磨
き
を
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
将
来
は
、
萩
原
先
生
の
よ
う
に
、

み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
、
ま
た
国
内
外
で
活
躍

で
き
る
よ
う
な
音
楽
家
に
な
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
地
元
熊
谷
が
大
好
き
で
す
。
地
元

で
も
多
く
の
演
奏
機
会
が
持
て
る
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

※好みでカレー粉を入れてもおいしいです。

初
め
て
の
大
舞

台
“
熊
谷
ガ
ラ

コ
ン
サ
ー
ト
”

が
分
か
ら
な
い
人
に
も
「
歌
の
良
さ
が
心
に
伝

わ
っ
て
き
た
よ
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
。

　

今
年
の
３
月
に
は
、
熊
谷
文
化
創
造
館
さ
く

ら
め
い
と
で
行
わ
れ
た
、「
第
３
回
さ
く
ら
の

街 

熊
谷
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
、
選
考
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
末
出
演
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
出
演
が
決
ま
っ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た

反
面
、
初
め
て
の
大
舞
台
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
本
番
ま
で
毎

日
泣
き
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
で
も
、
太
陽

の
ホ
ー
ル
で
の
本
番
を
歌
い
上
げ
、
観
客
の
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
い
た
と
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
私
に
と
っ
て
一
番
の
経
験
で
す
。

熊谷ガラコンサート終了直後の北さん（写真右）。
左は北さんが尊敬する、声楽家の萩原みかさん



TEL

◎
印
＝
議
長　

○
＝
副
議
長

　
　

熊
谷
市
で
は
、
こ

　
　

れ
ま
で
、
市
立
女
子

高
校
跡
地
の
活
用
策
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
私
立
大

学
と
の
間
で
附
属
中
学
・

高
校
の
一
貫
校
誘
致
の
話

し
合
い
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
、
開
校
決

定
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
私

立
学
校
の
誘
致
に
取
組

み
、
皆
さ
ん
や
皆
さ
ん
の

後
輩
の
た
め
に
、
受
験
の
選
択
肢
が
広

が
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
基
本
と

　
　

な
る
3
つ
の
柱
が
あ
り
、
23
の
事

業
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
3
つ
の
柱
と

は
、
市
民
の
健
康
対
策
、
地
球
温
暖
化

対
策
、
そ
し
て
、
地
域
資
源
の
活
用
策

で
す
。「
冷
却
ミ
ス
ト
事
業
」
は
、
熊

谷
駅
に
設
置
し
た
機
械
か
ら
人
工
的
に

霧
を
発
生
さ
せ
、
気
化
熱
を
利
用
し
て

周
囲
の
気
温
を
下
げ
、
市
民
や
観
光
客

に
涼
し
さ
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。
ま

た
「
熱
中
症
予
防
情
報
発
信
事
業
」
で

は
、
登
録
の
あ
っ
た
携
帯
電
話
に
メ
ー

ル
を
配
信
し
、
熱

中
症
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
か
け
ま

す
。
学
校
や
保
育

所
で
は
、
草
花
を

育
て
る
な
ど
緑
化

に
よ
っ
て
、
過
ご

し
や
す
い
生
活
環

境
を
つ
く
る
「
花
、

緑
い
っ
ぱ
い
事

業
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
み

は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く

紹
介
し
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
Ｎナ

ッ
ク
フ
ァ
イ
ブ

Ａ
Ｃ
Ｋ
５
で

も
P
R
し
ま
し
た
。
熊
谷
市
民
を
暑

さ
か
ら
守
り
、
熊
谷
市
を
活
性
化
さ
せ

る
事
業
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

中
学
校
卒
業
ま
で
を
対
象
と
し
て

　
　

い
る
の
は
、
埼
玉
県
内
40
市
の
中

で
、
2
市
と
い
う
状
況
で
す
。
こ
ど
も

医
療
費
の
対
象
者
の
拡
大
は
、
熊
谷
市

の
財
政
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
、
子
育
て
を
す
る
家
庭
を
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
優
先
的

第3回子ども議会が開催されました
第3回子ども議会

第3回子ども議会議員名簿（敬称略）

　
　

熊
谷
市
に
は
県
立
高
校
は
あ
る
の

　

で
す
が
、
私
立
高
校
は
一
校
も
あ

り
ま
せ
ん
。
私
立
高
校
を
誘
致
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q　
　

今
、「
あ
っ
ぱ
れ
！
熊
谷
流
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
」
が
と
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

Q A

　
　

今
年
か
ら
、
通
院
に
か
か
る
こ
ど

　

も
医
療
費
も
中
学
校
卒
業
ま
で
無

料
に
な
り
ま
し
た
が
、
市
の
財
政
は

大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Q

に
取
組
み
ま
し
た
。
熊
谷
市
の
予
算
の

編
成
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
創
意
工
夫

に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

有
効
活
用
し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
事
業
に
重
点
的
に
配
分
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
熊
谷
市
の
財
政
は
、
財
政
状
況

を
示
す
様
々
な
指
標
か
ら
み
て
も
健
全

で
す
。

　
　

現
在
の
ご
み
収
集
の
基
本
的
な
考

　
　

え
方
は
、
分
別
の
徹
底
と
再
資
源

化
の
推
進
で
、
ご
み
は
自
治
会
な
ど
で

定
め
た
集
積
所
に
分
別
し
て
出
し
て
も

ら
い
、
ま
た
家
庭
以
外
の
場
所
で
出
た

ご
み
も
持
ち
帰
り
、
分
別
し
て
集
積
所

へ
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
ご
み
箱
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
簡
単
に
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
ご
み
の
量
が
増
え
た
り
、

危
険
物
や
有
害
ご
み
な
ど
を
捨
て
ら
れ

た
り
と
い
う
心
配
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
現
在
の
集
積
所
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
祭
な
ど
の
特
別
な
行
事
の
と

き
に
出
る
ご
み
に
つ
い
て
は
、
う
ち
わ

祭
な
ど
の
よ
う
に
主
催
者
が
自
主
的
に

仮
設
の
ご
み
箱
を
設
置
し
て
い
る
例
も

あ
り
ま
す
の
で
、
他
の
行
事
に
つ
い
て

も
、
臨
時
的
な
ご
み
箱
の
設
置
を
お
願

い
で
き
な
い
か
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

現
在
、
冷
水
機
を
独
自
に
設
置
し

　
　

て
い
る
学
校
は
、
小
学
校
３
校
、

中
学
校
８
校
で
す
。
本
市
の
水
道
水
は
、

飲
み
水
と
し
て
良
質
で
お
い
し
い
と
い

う
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
夏
場

の
熱
中
症
予
防
の
た
め
の
水
分
補
給
に

使
用
す
る
こ
と
は
、
よ
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
今
後
は
、
冷
水
機
の
管
理
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

熊
谷
市
が
、
す
べ
て
の
小
・
中
学

　
　

校
で
二
学
期
制
を
実
施
し
て
い
る

の
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
皆
さ
ん

が
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
学
力
を
さ
ら
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
強
い
か
ら
で
す
。
二
学
期
制

の
方
が
授
業
時
間
数
が
増
加
し
、
勉
強

に
つ
ま
ず
い
た
と
き
に
そ
の
補
充
に
あ

て
る
時
間
も
増
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

新
し
い
通
知
票
に
変
え
て
学
期
の
途
中

の
夏
休
み
や
冬
休
み
の
前
に
、
学
習
の

目
標
を
立
て
た
り
、
自
分
の
学
習
の
つ

ま
ず
き
を
解
決
し
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
国
の

新
し
い
教
育
計
画
に
も
ほ
ぼ
対
応
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
学
力
調
査
な
ど
に
お
い
て
も
、

二
学
期
制
を
早
く
か
ら
実
施
し
て
い
る

学
校
か
ら
順
に
、
成
績
が
良
く
な
っ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
が
さ
ら
に
が
ん
ば
っ

て
く
れ
る
よ
う
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

分
別
式
ご
み
箱
を
設
置
し
て
、
市

の
活
動
を
市
民
に
見
せ
る
こ
と
が
環

境
へ
の
意
識
化
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

Q

　

冷
水
機
を
各
学
校
に
来
年
の
夏
か

ら
で
も
設
置
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
。

Q

真剣に答弁を聴く

演壇で質問をする

　

な
ぜ
、
熊
谷
市
で
は
二
学
期
制
に

　

統
一
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

二
学
期
制
の
利
点
を
よ
り
具
体
的
に

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Q

答弁を行う富岡市長

・他の学校の生徒の意見、話し方、聴き方など非常に参考となった。

・質問をするのにとても緊張してしまったが、貴重な体験ができた。

・議会のしくみや行われ方など、今まで知らなかった議会について

　学ぶことができた。

・質問者の方を向いて名前を呼びかけての答弁は、自分の意見をしっか

　りと聴いてもらえている感じでよかった。

・答弁を聴いていて、少しわからない単語もあった。

・これからは、インターネット配信される議会を見たり、今回だけでは知　

　りきれなかったことを知っていこうと思う。

　10 月17 日、熊谷市議会本会議場で、市内の 17の中学校から代表として選ばれた 2 年生男女 1 人ずつ、計 34
人が参加して、第 3 回子ども議会が開催されました。会議は一般質問形式で行われ、普段感じていること、疑問
に思っていることについて、どの議員も堂 と々した態度で質問を行い、市長はじめ、副市長、教育長、担当部長
が答弁しました。この子ども議会は、次代を担う子どもたちに議会や市政について知ってもらい、また、日頃の子
どもたちの目を通した率直な意見を市政に生かすために行われたものです。
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富
岡
市
長
（
前
列
中
央
左
）、
泉
市
議
会
議
長
（
前

列
中
央
右
）
と
子
ど
も
議
員

A

A

A

A

A

子ども議員の感想　子ども議会を終えて

演壇で質問をする

挙手をして質問に臨む

　このほかにも貴重なご意見をいただ
きました。これからの市政運営の参考
にさせていただきます。
　なお、詳細については、市ホームペー
ジに掲載しています。

議
場
の
様
子

学
校
名

議
員
氏
名

荒
川
中
学
校

加
藤　

正
樹

仲
谷　

憂
歌

富
士
見
中
学
校

大
渕　

英
恵

鈴
木　

秀
康　

◎

大
原
中
学
校

橋
本　

静

宮
本　

一
樹

熊
谷
東
中
学
校

加
納　

大
樹

関
根　

千
智

玉
井
中
学
校

大
沢　

直
哉

西　

美
樹

大
麻
生
中
学
校

新
井　

秀
都

渡
辺　

真
琳

中
条
中
学
校

木
村　

大
輝

瀧　

瑞
穂

吉
岡
中
学
校

太
田　

青
志

中
島　

は
る
名

別
府
中
学
校

大
島　

安
梨
沙

鳥
海　

早
杜

三
尻
中
学
校

滝
本　

亜
美

大
浦　

礼
士

奈
良
中
学
校

井
原　

黎
二

滝
澤　

望
美

大
幡
中
学
校

栗
原　

遼
大

代　

有
純　
　

○

大
里
中
学
校

加
藤　

友
里
香

シ
ョ
ル
ツ　
洋
司

妻
沼
東
中
学
校

岡
田　

知
樹

須
永　

明
日
香

妻
沼
西
中
学
校

金
谷　

一
希

杉
山　

沙
也
加

小
島
中
学
校

赤
石　

真
奈
美

野
村　

和
生

江
南
中
学
校

橋
本　

一
輝

平
井　

愛
実
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【
概　

要
】

　

84
項
目
の
政
策
提
言
の
達
成

度
を
、
実
績
値
や
取
組
状
況
を

踏
ま
え
て
「
順
調
」（
３
点
）、「
お

お
む
ね
順
調
」（
２
点
）、「
実
施

に
向
け
準
備
中
」（
１
点
）、「
遅

れ
て
い
る
」（
０
点
）
の
４
段
階

で
評
価
し
ま
し
た
。

　

実
施
時
期
を
「
４
年
以
内
」

と
し
た
提
言
を
除
い
た
81
項
目

の
提
言
で
は
、「
順
調
」、「
お
お

む
ね
順
調
」
に
推
移
し
て
い
る
も

の
は
77
項
目
あ
り
、
進
ち
ょ
く
率

で
は
95
％
に
な
り
ま
す
。

　

81
項
目
の
提
言
の
達
成
度
を

点
数
で
表
す
と
２
４
３
点
満
点

中
２
１
２
点
（
１
０
０
点
満
点
に

直
し
た
自
己
評
価
＝
87
点
）
に
な

り
ま
す
。

　

政
策
提
言
全
体
で
は
、「
順
調
」、

「
お
お
む
ね
順
調
」
に
推
移
し
て

い
る
も
の
は
79
項
目
あ
り
、
進

ち
ょ
く
率
で
は
94
％
に
な
り
ま

す
。
84
項
目
す
べ
て
の
提
言
の
達

成
度
を
点
数
で
表
す
と
２
５
２

点
満
点
中
２
１
８
点
（
１
０
０

点
満
点
に
直
し
た
自
己
評
価
＝

86.

５
点
）
に
な
り
ま
す
。

【
こ
の
１
年
の
主
な
成
果
】

　

子
育
て
環
境
の
充
実
を
目
指

し
て
、
成
田
小
学
校
の
余
裕
教

室
を
利
用
し
、
新
た
に
児
童
ク
ラ

ブ
を
開
設
し

ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
公

立
児
童
ク
ラ

ブ
の
定
員
は

１,
２
３
０
人

と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ

ど
も
医
療
費

は
、
平
成
18

年
６
月
診
療
分
か
ら
入
院
費
補

助
を
中
学
校
卒
業
ま
で
延
長
し

ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
本
年
６
月

診
療
分
か
ら
は
、
通
院
の
助
成
対

象
年
齢
も
中
学
校
卒
業
ま
で
拡

大
し
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
数
は
、
昨

年
10
月
の
１
０
０
組
織
か
ら
、
本

年
10
月
に
は
１
１
５
組
織
と
な

り
、
自
主
防
犯
組
織
は
、
本
年

９
月
末
に
は
、
２
５
２
団
体
を
数

え
、
災
害
に
備
え
、
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
地
域
の
体
制
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
10

月
か
ら
は
、
国
で
発
し
た
緊
急
情

報
を
防
災
無
線
か
ら
自
動
放
送

す
る
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
拠
点
の

確
保
を
目
指
し
て
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
本
年
３
月
１

日
に
開
設
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

の
登
録
団
体
は
、
本
年
10
月
に

は
70
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ま
ち（
地
域
）の
課
題
を
、
市

民
活
動
団
体
と
市
の
協
働
に
よ

る
新
た
な
発
想
や
手
法
に
よ
っ
て

解
決
す
る
た
め
、
協
働
事
業
提

案
制
度
を
創
設
し
、
平
成
21
年

度
の
協
働
事
業
実
施
に
向
け
て
、

提
案
事
業
を
募
集
し
、
事
業
の

選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
や
県
大
会
に
出
場

す
る
子
ど
も
た
ち
を
少
年
熱
中

大
使
と
し
て
「
あ
つ
い
ぞ
！
熊
谷
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
試
合
会
場
で
着
用
し
て
い

た
だ
き
熊
谷
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
11
月
３
日
に
は
、

日
本
を
代
表
す
る
ラ
ン
ナ
ー
が

健
脚
を
競
う
、
東
日
本
実
業
団

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
、
熊
谷

ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
陸
上
競
技

場
を
ゴ
ー
ル
に
男
女
同
時
に
開
催

さ
れ
、「
ス
ポ
ー
ツ
熱
中
都
市
宣

言
」
に
掲
げ
た
、「
実
践
」「
応
援
」

「
協
力
」
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健

康
い
き
い
き

サ
ポ
ー
タ
ー

事
業
に
よ

り
、
民
活
に

よ
る
介
護
予

防
メ
ニ
ュ
ー

を
整
備
す
る

と
と
も
に
、

個
々
の
メ

ニ
ュ
ー
の
充

実
を
図
る
た

め
、
意
見
交

換
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

　　
「
あ
っ
ぱ
れ
！
熊
谷
流
」事
業
と

し
て
、
屋
上
・
壁
面
緑
化
を
実
施
。

本
年
は
、
妻
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
、

商
工
会
館
、
市
民
体
育
館
、
17

の
公
民
館
な
ど
に
新
た
に
施
工
し

ま
し
た
。
ま
た
、江
南
北
小
学
校
、

奈
良
中

学
校
の

屋
内
運

動
場
の

改
築
に

伴
い　
太

陽
光
発

電
設
備

を
設
置

し
ま
し

た
。

　

創
作
か
き
氷
「
雪
く
ま
」
は
、

熊
谷
の
夏
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
の
各

種
メ
デ
ィ
ア
を
飾
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
引
き
合
い

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
野

菜
「
ミ
ニ
く
ま
」
も
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
個
性
あ
る
商
店
街
、

個
店
づ
く
り
を
促
進
し
た
結
果
、

特
に
、
既
存
の
商
店
街
の
枠
を
超

え
る
連
携
や
複
数
の
大
型
店
の

連
携
に
よ
る
取
組
み
も
始
ま
り
、

市
も
Ｐ
Ｒ
面
な
ど
で
支
援
し
て
い

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
籠
原
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
本
年
３
月
に
完
成
し
、
移
動
の

円
滑
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
蚕
業
試
験
場
跡
地
は
、
ひ
ろ

ば
と
し
て
整
備
し
供
用
を
開
始

し
、
本
年
度
中
に
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
南
部

エ
リ
ア
の（
仮
称
）東
西
幹
線
道
路

は
、
平
成
19
年
度
に
、
立
正
大

学
北
側
付
近
約
２
０
０
ｍ
区
間
の

現
況
測
量
を
実
施
し
、本
年
度
は
、

地
元
説
明
会
を
行
い
、
設
計
に
着

手
し
ま
し
た
。

　　　　

　
「
川
と
川　

環
境
共
生
都
市　

熊
谷
」
を
将
来
都
市
像
と
す
る

総
合
振
興
計
画
が
、
本
年
4
月

に
ス
タ
ー
ト
し
、
20
万
都
市
熊

谷
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
有
施
設

の
指
定
管
理
者
導
入
数
は
、
現

在
21
施
設
と
、
目
標
の
20
施
設

を
達
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市

税
納
付
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

昨
年
５
月
に
開
始
し
た
市
県
民

税
等
の
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
の
納
付
は
、
そ
の
割
合
を
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
、
本
年
9

月
末
で
、
金
額
で
は
、
7.
4
％

が
10.

2
％
に
、
件
数
で
は
、

13.

4
％
が
21.

5
％
と
金
額
・

件
数
と
も
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

M
a
n
ife
sto

TEL

健
康
・
福
祉
の
ま
ち

を
創
り
ま
す

4
環
境
を
大
切
に
す
る

ま
ち
を
創
り
ま
す

5

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
元

気
な
産
業
を
育
て
ま
す

6

生
活
し
や
す
い
都
市
機
能
の

充
実
し
た
ま
ち
に
育
て
ま
す

7

自
立
し
た
地
方
自
治
の
た
め

行
政
改
革
を
進
め
ま
す

8

　

市
長
の
政
策
提
言（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）に
つ
い
て
、
就
任
三
年
目
の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
企
画
課　

内
線
２
１
５

子
育
て
環
境
・
教
育

環
境
を
充
実
し
ま
す

１

安
心
な
ま
ち
・
安
全

な
ま
ち
を
創
り
ま
す

2

す
べ
て
の
人
が
協
働
し
て
参

画
す
る
社
会
を
創
り
ま
す

3

「４年以内」とした提言を除
いた政策提言の進ちょく率

政策提言全体の進ちょく率政策分野 政策提言 達成度

4
健
康
福
祉

基本検診、人間ドックの支援拡充 ★★★
スポーツ熱中宣言都市の推進 ★★★
介護予防施策のメニューづくり ★★★
高齢者虐待防止ネットワークシステムの構築 ★★★
（仮称）障害者計画の策定 ★★★
全身性障害者介助人派遣事業の実施 ★★★
発達障害児に対する支援体制の整備 ★★

5
環　

境

こども環境教育の拡充 ★★★
アスベスト対策の緊急実施 ★★★
屋上緑化・壁面緑化の推進 ★★
太陽光発電システムの導入と風力発電の研究 ★★★
天然ガス車の導入 ★★★
循環型社会形成推進地域計画の策定 ★★★
たばこの路上喫煙・ポイ捨て禁止条例の制定 ★★★

6
産　

業

地産地消の推進 ★★
グライダーフェスタの拡大 ★★
熊谷ブランドの創造と全国展開 ★★★
インターネット上に「熊谷“食の
安全安心”市場」開設支援

★

個性ある商店街、個店づくりを促進 ★★★
トライアル発注制度の新設 ★★★
企業立地を促進するための産業振興条例の制定 ★★★
のんびり熊谷、ゆったり観光を推進 ★★

7
都
市
機
能

テクノグリーンセンターの整備 ★
JR 籠原駅周辺施設整備 ★★
都市計画道路の早期供用開始 ★★★
生活道路の整備 ★★
幹線第 3号の整備 ★★
安心でおいしい水の安定供給 ★★★
田園地区のまちづくりの推進 ★★
JR籠原駅にエレベータの設置 ★★★
旧市町の動脈となる道路網整備 ★★
総合的な景観形成計画の策定及び実施 ★★★
蚕業試験場跡地を公園等に整備 ★★★
「彩の国創造の森プラン」地域の幹線道路整備 ★★★

8
行
政
改
革

新ハートフル・ミーティングの実施 ★★★
4年間で 20 億円の人件費の削減 ★★★
総合振興計画の策定 ★★★
市長交際費の常時公開 ★★★
4年間で市有施設の 20箇所以上を民間管理等へ ★★★
重複施設の見直しと徹底活用 ★
市民満足度評価調査の実施 ★★★
入札適正化委員会を設置 ★★★
電子入札の導入 ★★★
客観的な人事管理制度を推進 ★★★
コンビニで市税納付可能に ★★★

凡例	

★★★　「順調」

★★　　「おおむね順調」

★　　　「実施に向け準備中」

　　　　｢事業を拡充・強化します」

　　　　「事業を継続します」

　　　　「すぐにはじめます」

　　　　「1年以内にはじめます」

　　　　｢２年以内にはじめます」

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
取
組
状
況
を
公
表
し
ま
す

95
％

進
ち
ょ
く
率
95
％87
点
！

自
己
評
価
は
87
点
！

政策分野 政策提言 達成度

1

子
育
て
・
教
育

学童クラブの充実 ★★★
子育て支援優良企業への応援 ★★★
虐待から児童を守る組織の設置 ★★★
入院費補助を中学校卒業まで延長 ★★★
ブックスタート事業の実施 ★★★
幼稚園と保育所の一体化促進 ★★★
小・中学校の不登校4割減 ★★★
学力向上対策の推進 ★★
小・中学校へ扇風機等の設置 ★★★
小・中学校施設の整備・改造	 ★★
学校図書館及び図書館補助員の充実 ★★★
立正大学等との連携強化 ★★★
新熊谷市を語れる講師の養成 ★★★
公民館活動充実への支援 ★★
不妊治療支援 ★★★
学校給食の自校方式について2年以内に結論 ★★
生涯学習センター建設のための構想策定 ★

2

安
心
・
安
全

自主防災組織の拡充 ★★
地域ぐるみの防犯対策への支援 ★★★
悪質な訪問販売等からの高齢者保護 ★★
多様な防災情報伝達手段の充実 ★★
ＪＲ熊谷駅周辺に防犯拠点の設置 ★★★
防犯灯の整備促進 ★★
個人情報保護のための認証規格の取得 ★★
即時対応型防犯ネットワークの構築 ★★★

3
協
働
参
画

雇用の男女平等推進とＤＶ対策の強化 ★★★
ＮＰＯ法人、地域ボランティアの倍増 ★★
各種審議会における公募委員の義務付け ★★★
各種審議会の女性委員を平成 20 年度
までに30％以上に

★★

高齢者の知識を活
い

かす仕組みづくり ★★
まちづくり基本条例の制定 ★★★
パートナーシップ・マニュアルの策定 ★★★
協働事業提案制度の創設 ★★
パブリックコメントの義務付け ★★★
ボランティア活動拠点の確保 ★★★
新市早期一体感醸成のための自主事業支援 ★★★

進
ち
ょ
く

率 自
己
評
価

1年目 79％ 70点

2年目 93％ 81点

3年目 95％ 87点

これまでの推移

おおむね
順調
28％

順調
67％

実施に向け
準備中　5％

おおむね
順調
29％

順調
65％

実施に向け
準備中　6％

成田小学校児童クラブ

市民活動支援センター開所式

少年熱中大使	激励会

妻沼行政センターの壁面緑化

熊谷市総合振興計画

、
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ところ　熊谷文化創造館さくらめいと	月のホールまたは太陽のホール
申込み　電話で人権政策課または社会教育課へ。
※会場により定員が異なります。※定員になり次第締切ります。
※ 2月7日だけの申込みもお受けします。2月7日は託児（未就学児）があります。申込みの際お
　申し出ください。

◆人権政策課　　内線 356　◆社会教育課　　内線 388TEL

　氏は、昭和 36 年に埼玉大学を卒
業後、熊谷市立荒川中学校に体育教
師として着任し、本市がバスケットボー
ルの会場となった昭和 42 年の埼玉
国体を契機として、本市中学校におけ
るバスケットボールの競技力のさらな
る向上に情熱を持って指導にあたりま
した。
　また、埼玉県バスケットボール協会
の要職を歴任するとともに、埼玉県実
業団バスケットボール連盟の創立に
尽力するなど、埼玉県のバスケットボー
ル競技の普及・強化に大きく貢献しま
した。
　昭和 57年からは、本市教育委員
会保健体育課指導主事、同課長補佐、
同課長を歴任し、平成 4 年からは熊
谷市立大幡中学校長、熊谷市立熊谷
東中学校長を務め、平成10 年 3月
まで通算 37年間にわたり、終始一
貫、教育者としての職責を強く自覚し
ながら、職務に精励し、本市はもとより、
大里教育事務所管内の教育力の向上
に貢献しました。
　また、平成 2 年に産声をあげ、本
年で19 回目を迎える「熊谷さくらマラ
ソン大会」では、その黎

れ い め い

明期から警
察関係者との協議や市内企業に協賛
を求めるなど献身的に尽力し、参加
者が 8,000人を超えるまでに成長し
た本市一大スポーツイベントとして、
その礎を築きました。
　さらに現在も熊谷市体育協会や熊
谷市陸上競技協会の副会長として、
熊谷さくらマラソン大会実行委員会に
参画し、総務委員長として運営の中枢
を担っています。
　このように、卓越した情熱と統率力
により本市の体育の振興・向上に寄与
した功績は、誠に顕著であります。

　氏は、拓殖大学在学中の昭和18
年に学徒出陣で入隊し、終戦後は、
約 2 年間に渡りシベリアに抑留されま
した。
　シベリア抑留時代に短歌と出会い、
昭和 25 年からは、県内の公立中学
校において教諭、教頭、校長を歴任
しながら、生徒の情操教育の一環と
して、短歌の創作を学校を挙げて奨
励、展開することにより、大きな成果
を遂げました。
　退職後は、シベリア抑留時代を想
起し、歌集「凍土に呻

う め

く」を発刊する
とともに、同名で制作したビデオ作品
により、第19 回日本ビクター東京ビデ
オフェスティバルにおいてブロンズ賞
を受賞しました。
　また、平成10 年からは、熊谷次郎
直実や玉津留姫、平直貞、中条家長、
権田愛三、竹井澹

た ん じ ょ

如、奥原晴湖、斎
藤別当実盛、荻野吟子、井田友平、
根岸友山といった本市に縁

ゆかり

のある、多
くの郷土の偉人を題材に、その業績
を絵本やビデオ作品にして発表すると
ともに、東松山市の生きがい大学や本
市の公民館等で開催される教養講座
等において講師を務めるなど、市民が
郷土の偉人や歴史について理解を深
めることに大きく貢献しております。
　さらに、平成19 年には、新熊谷市
の魅力や可能性を広く市民に語れる

「熊谷学」講師として本市の資格認定
を受け、その講演活動の幅を広げな
がら、地域に密着した活動を展開して
います。
　このように本市の文化や学校教育、
社会教育の振興・充実に大きく貢献し
た功績は、誠に顕著であります。

　氏は、昭和 23 年に東京高等師範
学校（現筑波大学）を卒業後、埼玉
県立小川高等学校、熊谷高等学校
において化学の教員として教鞭をとり、
教育力向上に尽力しました。
　昭和 47年からは、埼玉県教育局
指導課において指導主事を務め、昭
和 52 年には、埼玉県立鴻巣高等学
校に校長として着任以降、妻沼高等
学校（初代）、熊谷女子高等学校、浦
和第一女子高等学校の校長を歴任し
ました。
　平成 6 年からは、大里コミュニティ
センター所長を務め、文化団体の組
織化と育成に尽力し、地域のリーダー
として社会教育に積極的に携わりまし
た。
　平成 7年には、地域に密着した歴
史研究会の設立に努力し、自ら会長と
して研究を進めるとともに、その成果
を会報として発行し、郷土史の振興
発展に大きく貢献しました。
　また、平成15 年には、根岸友山・
武香顕彰会の設立に尽力し、会長と
して会員とともに郷土の偉人である根
岸友山・武香の業績を発掘し、講演会・
展示会の開催や書籍の出版を通じて、
その業績を広く紹介することにより、大
きな成果を挙げました。
　さらに、平成19 年には、新熊谷
市の魅力や可能性を広く市民に語れる

「熊谷学」講師として市の資格認定を
受け、その活動の幅を広げるとともに、
本市教育委員会が発行した総合文芸
誌「文芸熊谷」の創刊に選考委員長
として尽力しました。
　このように本市の文化の振興・充実
に大きく貢献した功績は、誠に顕著で
あります。

佐
さとう

藤　恒
つねお

夫氏
（71 歳）石原

熊谷市文化功労者の表彰

　10 月 18 日、第 6 回大里郡市
人権フェスティバルが、江南総
合文化会館ピピアで開催され、
各市町の小学校 5・6年生の特選
作品（ポスター・標語）の表彰
が行われました。
　その中の本市小学生の特選作
品を紹介します。

成
田
小
学
校
６
年　

佐さ
と
う藤　

裕ゆ
う
す
け亮

さ
ん

大
麻
生
小
学
校
６
年

三み
む
ら村　

桃も
も
こ子

さ
ん

久
下
小
学
校
６
年

大お
お
た
け竹　

萌も

な

み

奈
美
さ
ん

秦
小
学
校
６
年　

宮み
や
じ
ま島　

達た
つ
の
り則

さ
ん

江
南
北
小
学
校
６
年

大お
お
さ
わ澤　

佑ゆ
う
き樹

さ
ん

「ごめんね」は　心をつなぐ　おまじない　　　　　大幡小学校　　5年　新
に っ た

田　優
ゆ り

利	さん

ありがとう　その一言で　心はぽっかぽか　　　　佐谷田小学校　5年　腰
こしづか

塚　日
ひ よ り

和	さん

人にはしない　自分がされて　いやなこと　　　　星宮小学校　　5年　惣
そうやま

山　紗
し ゃ ち

知	さん

ちょっとまて　自分におきかえ　行動しよう　　　男沼小学校　　5年　鯨
くじらい

井　一
か ず き

希	さん

 築こうよ　心が笑顔になる社会　　　　　　　　　　　　江南南小学校　5年　飯
いいじま

島　かれん	さん

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、
12
月
４
日
～
10
日
は
、「
人
権
週
間
」、「
人
権
尊
重
社
会
を
め
ざ
す
県
民
運
動
強
調
週
間
」
で
す
。

12
月
10
日
～
16
日
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。
啓
発
週
間
を
機
に
拉ら

ち致
問
題
に
対
す
る
関
心
を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人権ポスター

人
権
標
語

まちを愛し、地域を愛し、人を愛する心をめざして

とき　12月6日（土）9：30～15：00
ところ　本庄市民文化会館
定員　先着1,200人（事前申込み不要）
入場料　無料
◆県	人権推進課		　048-830-2258

ところ 時　間 内　容
ホール 10:00 ～・隣保館および教育集会所利用者の活動成果

　発表（舞台発表）
13:30 ～・障害を持つ人の人権をテーマとした講演

　紺野　大輝氏（笑顔配達人）
14:20 ～・三善　英史氏　人権トーク＆コンサート

多目的
ホール他

9:30 ～ ・隣保館および教育集会所利用者、障害を持
　つ人の活動成果発表（作品展示）
・啓発資料展示、ビデオ放映

とき・ところ・定員 テーマ 講師およびオープニングアトラクション
平成 21年 1/21	( 水 )
13：30 ～ 15：30
月のホール　250人

テーマ【女性の人権】
「国際社会と女性の人権」
～女性差別撤廃条例のめざすもの～

川
か わ ま た

眞田　嘉
か ず こ

壽子氏（立正大学法学部教授）
オープニング：
ハートフルミュージック（ヴィオリラの演奏）

1/28	( 水 )
13：30 ～ 15：30
月のホール　250人

テーマ【同和問題】
「同和問題と教育」
～一人ひとりの人権を尊重するために～

大
おおつき

槻　咲
さ き お

男氏（埼玉県人権教育推進協議会副会長）
オープニング：熊谷市消防音楽隊

2/7	( 土 )
13：20 ～ 15：40
太陽のホール 800人

テーマ【人権一般】　　　　　　
「語りは祈りの心」
～民話の世界と人権のお話～

常
と き た

田　富
ふ じ お

士男氏（俳優・声優）
オープニング：一

い っ そ う

箏会（琴の演奏）

ハートフル
セミナー
（人権問題研修会・
　指導者養成講座）

TEL 　熊谷市教育委員会表彰規程に基づき、熊谷市文化功労者の表彰式が大里生涯学習センター「あすねっと」で行われま
した。文化功労者は、齋藤重郎氏、佐藤恒夫氏、福島茂德氏です。また、教育関係職員38人も表彰されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆社会教育課　　内線 389

TEL

平成20年度「人権尊重社会をめざす
県民運動強調週間」に係る事業
■人権・同和問題を考える「県民の集い」

TEL

人権ポスター・標語作品展　とき　12月 8日（月）～ 12日（金）　ところ　市役所 1階ホール南

齋
さいとう

藤　重
じゅうろう

郎氏
（80 歳）向谷

福
ふくしま

島　茂
しげのり

德氏
（85 歳）本石
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　私たちは快適な生活をおくるために、電気・ガス・ガソリンなどを使用しますが、こ
れらを使用するときに二酸化炭素 (CO2)などの温室効果ガスが発生します。
　地球温暖化は、この温室効果ガスの増加が原因といわれており、その排出量は年々
増加しています。このままでは地球の平均気温が上昇し、異常気象の多発や海面の上
昇など、人類の生存基盤を脅かしかねない事態が生じると予想されています。

　地球温暖化防止に向けて、世界が協力して作った京都議定書が2005 年 2月に発効され、2008 年か
らは、削減目標の第一約束期間に入りました。世界に約束した日本の温室効果ガス排出量の削減目標は、
1990 年に比べて6％削減すること。この約束を達成していくためには、私たち一人ひとりが CO2を減ら
す取組みを実践することが必要です。
　12月は「地球温暖化防止月間」です。ウォーム・ビズやエコ・ドライブの実践、マイカーから公共交通
機関に切り替えるなど、日常生活を見直して、地球にやさしいライフスタイルを実践しましょう。

ＷＡＲＭ　ＢＩＺ（ウォーム・ビズ）
　暖房時のオフィスの室温を20℃程度に設定し、“寒い時は着る”“過度に暖房機器に頼らない”そん
な原点に立ち返り、暖房に必要なエネルギー使用量を削減することによってCO2の発生を削減し、地球
温暖化を防止することを目的とした取組みがウォーム･ビズです。
　ぜひ皆さんも重ね着をするなど、身近にあるもので暖かくして、暖房に頼り過ぎない生活を実践してみま
せんか。

◆環境政策課 (江南庁舎 )　		048-536-1521	

応援します
あなたの子育て
◆保育課　　内線 431
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　各種支援事業や制度には心身に障害のある方のた
めに、医療、福祉サービス、各種減免、手当などが
ありますが、それらの事業等をご利用の際には、次の
ような手帳の所持を必要とする場合があります。
身体障害者手帳（赤色）　視覚、聴覚、言語、肢体、
　心臓、腎臓、呼吸器、膀

ぼ う こ う

胱、直腸、小腸、免疫
　などの機能に障害のある身体の部位および1級～
　6 級までの障害の程度区分などが記入された手帳です。
療育手帳（緑色）　知的障害のある方のための手帳
　で、障害の程度により、Ａ 、Ａ、Ｂ、Ｃまでの 4 段
　階に区分されています。
精神障害者保健福祉手帳（水色）　精神障害のある
　方のための手帳で、障害の程度により、1級～3 級
　に区分されています。
※手帳の交付手続きなど詳しくは、障害福祉課へお
　問合せください。
●障害のある方を対象とした NHK 放送受信料の免

除基準の変更
　10月1日から免除基準が次のとおり変わりました。

【全額免除】　「身体障害」「知的障害」「精神障害」
の手帳所持者が世帯構成員であり、世帯全員が市
民税非課税の場合（従来の「身体障害者」「重度
の知的障害者」から対象の拡大および生活状態の
条件が「市民税非課税」に統一されました）

【半額免除】・視覚・聴覚障害者が世帯主で契約者
の場合（今までと変わりません）

　・重度の「身体障害」「知的障害」「精神障害」の
手帳所持者が世帯主で契約者の場合（従来の「重
度の肢体不自由者」から対象が拡大されました）

※免除基準に該当される方は、印鑑と障害者手帳を
持参のうえ、障害福祉課または大里・江南行政セ
ンター市民福祉課、妻沼行政センター福祉課で証
明を受け、NHK に申請してください。

受信料に関する問合せ先　NHKさいたま放送局　
　048-643-1030　　　048-641-7435

　障害者作品展

　　施設を利用している障害者が創作した絵画、書
道、工作等を展示します。

　とき　12月9日（火）～11日（木）
　ところ　市役所1階ホール北

TEL

  市立放課後児童クラブでは、保護者が仕事などで日
中不在になっている、主として小学校１年生から３年生
までの児童を対象として、放課後児童 (学童）の保育を
行っています。来年４月から、市立放課後児童クラブ
へ入室を希望する方の申込受付を、下記のとおり実施
します。      

申込期間　平成 21 年 1 月 7 日（水）～ 14 日（水）　
　　　　　（日曜日、祝日を除きます。）  
申込方法　児童クラブ入室申込書、勤務証明書など申

請に必要な書類をそろえて、入室を希望す
る児童クラブ（右表の市立放課後児童クラ
ブ一覧表を参照）へ児童の保護者が持参し
てください。（申込受付時に、聞き取りを行
います。） 

※申請書、勤務証明書など申請用紙は、各児童クラブ（土
曜日も開室）、保育課（市役所４階）にあります。 

※児童クラブの入室は、お申込みいただいた書類をも
とに入室審査を行い決定します。審査結果は通知でお知
らせします。

　　また、児童クラブの申込状況等により、お申込み
いただいても入室できない場合がありますのでご了
承ください。      

◆保育課　　内線 296     

FAX

　本市では障害の有無にかかわらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し、支えあい、地域で安心して暮
らすことができる共生社会を目指して、様々な事業を行っています。　　　　◆障害福祉課　　内線 291

TEL

TEL

12 月３日～９日は
「障害者週間」です ともに生き、ともに暮らせるまちづくり

熊谷市役所・熊谷市議会チーム

本市では、さまざまな子育てを支援する事業を実施していますので、その一部をご紹介します。
○一時保育　　保護者の仕事の都合や病気あるいはリフレッシュを図るため等で、一時的に児

　童の保育が必要になった時に、下記の各保育園において児童をお預かりします。
　　詳しくは、各保育園に直接お問合せください。

○病後児保育
　病気の回復期ではあるが集団保育が困難な小学校３年生
までの児童を、保護者が就労などにより家庭で保育できない
場合に利用することができます。
※利用に際しては事前の登録が必要です。詳細は右記にお問合せください。

実施保育園 利用時間 所在地 電話番号 料金
新里保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00 肥塚 808-3 048-524-1178

年齢に関係なく 1時間 700 円
または

3歳未満　1日 3,000 円
3歳以上　1日 2,500 円

ことぶき乳児保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00 三ヶ尻 6338-2 048-532-2916
かごはらことぶき保育ステーション 月～土曜日 8:00 ～ 16:00 籠原南 1-91 048-533-0776
ことぶき花ノ木保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00 三ヶ尻 1817 048-531-0344
ほしのみや保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00 池上 576-1 048-524-9876

第三なでしこ保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00
土曜日 8:00 ～ 12:00 円光 2-10-10 048-520-6112

しらこばと保育園 月～金曜日 8:00 ～ 16:00 玉井 1154-3 048-530-3618

新里第 2保育園 月～土曜日 8:00 ～ 16:00 筑波 3-202
ティアラ 21	4 階 048-599-0022 年齢に関係なく1時間 800円または1日4,000円

篭原のこキッズ保育園 月～土曜日 8:30 ～ 16:30 籠原南 1-133 048-531-3901
年齢に関係なく 1時間 750 円または

年少児未満　1日 3,000 円　半日 2,000 円
年少児以上　1日 2,500 円　半日 1,500 円

実施保育園 利用時間 所在地・電話番号 料金

新里第２保育園
日曜日、祝日
8:00 ～ 16:00

筑波 3-202
ティアラ 21	４階
048-599-0022

1 時間 1,000 円
または　

1日 4,000 円

実施保育園 利用時間 所在地・電話番号 料金

篭原のこキッズ
保育園

月～金曜日
8:30 ～ 17:30

籠原南 1-133
048-531-3901

1 日 2,000 円

平成 21 年度市立放課後児童クラブの入室の
受付（新規・継続）     

TEL

TEL

　12 月は地球温暖化防止月間です

児童クラブ名 定員 所在地 電話番号 受付
時間

受付
場所

荒川児童クラブ(注） 40人 荒川児童館内（河原町2-173） 048-522-0802

９
時
～
15
時

入
室
を
希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ

石原児童クラブ(注) 40人 石原児童館内（本石1-10） 048-524-0601
東児童クラブ(注） 40人 東児童館内（銀座4-9-6） 048-525-1928
西児童クラブ（注） 40人 西児童館内（新堀新田576-1） 048-532-1841
雀宮児童クラブ（注） 40人 雀宮児童館内（上之1305-1） 048-521-2673
大幡児童クラブ(注） 40人 大幡児童館内（代 597-4） 048-525-7710

箱田児童クラブ（注） 40人 箱田高齢者・児童ふれあい
センター内（中央1-149） 048-521-8441

新堀児童クラブ 40人 新堀小学校内（新堀182） 048-533-4562

12
時
～
15
時　
　

　(
土)
の
み
9
時
～
15
時	

佐谷田児童クラブ 40人 佐谷田小学校内（佐谷田1030） 048-524-5361
大麻生児童クラブ 40人 大麻生小学校内（大麻生51） 048-531-3611
玉井児童クラブ（注） 60人 玉井小学校内（高柳116-1） 048-533-2875
別府児童クラブ 40人 別府小学校内（西別府 29-1） 048-531-3615
第 2石原児童クラブ(注) 40人 石原小学校内（石原3-1-1） 048-522-6428
第 2 大幡児童クラブ(注) 55人 大幡小学校内（代 681） 048-525-2219
南児童クラブ（注） 30人 熊谷南小学校内（榎町343） 048-521-1120
籠原児童クラブ（注） 40人 籠原小学校内（新堀1143） 048-531-2412
第 2東児童クラブ（注） 40人 熊谷東小学校内（末広3-4-1） 048-526-6325
第 2箱田児童クラブ(注) 40人 熊谷西小学校内（中央1-1） 048-526-2541
第 2 玉井児童クラブ(注） 40人 玉井小学校内（高柳116-1） 048-531-2601
成田児童クラブ(注） 40人 成田小学校内（上之 2810） 048-521-0401
大里さくら児童クラブ 60人 吉見小学校内（箕輪7） 0493-39-5570
大里第2さくら児童クラブ 35人 市田小学校内（小泉 243-1） 048-536-1591
長井児童クラブ 60人 長井小学校内（上根358） 048-588-7974
妻沼南児童クラブ 40人 妻沼児童館内（弥藤吾 692-1） 048-589-1621
妻沼児童クラブ 70人 妻沼小学校内（妻沼1492-1） 048-589-3310
太田児童クラブ 35人 太田小学校内（八木田5） 048-589-0737
江南北児童クラブ 40人 江南北小学校外　東南側（成沢62-1） 048-536-0510
江南南児童クラブ 70人 江南南小学校外　東側（須賀広599-1） 048-536-0155
（注）２か所児童クラブのある小学校区（熊谷東小、熊谷西小、石原小、大幡小、熊谷南小、籠原小、玉井小、
　　　成田小）では、人数の調整があり、ご希望に添えないことがありますのであらかじめご了承ください。

市立放課後児童クラブ一覧表 
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温暖化！温暖化！
STOPSTOP

○休日保育
　日曜日等の休日に保護者の就労等により、保育が必要
となる場合に利用することができます。詳しくは、右記に
お問合せください。
○保育ステーション事業
　籠原保育所、玉井保育所、ことぶき乳児保育園、スダナ
保育園、しらこばと保育園、ことぶき花ノ木保育園に入所し
ている乳幼児の保護者が、籠原駅を利用している場合や勤
務時間の関係で、保育所の開所・閉所時間での送迎が困難
な場合などに、入所している保育所への送迎や一時保育等
を行います。詳しくは、右記にお問合せください。

実施施設 利用時間 所在地・電話番号 料金

かごはらことぶき
保育ステーション

月～金曜日
6:30 ～ 21:00

土曜日
7:00 ～ 18:00

籠原南 1-91
048-533-0776

または
048-532-2916
（ことぶき乳児保育園）

１人1日1,000円
（飲食費を除く）




